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うれしい！楽しい！大好き！ダイチク！

■光る煙突が出現？！！！■ダイチクの工場で密かに製作～笠間・陶炎祭～

■お客様の声■東京都調布市・女性O.Y様からのご質問とお礼状、ありがとうございました。

■お知らせ■中古品情報！無料パレット・レンガ片

■｢知っていることはすべてお話しする、知らないことは徹底的に調べる」をモットーに、
当ニュースレター第５号から、窯に関するご質問を承りました。

■今年の笠間の陶炎祭はおもしろい。“手作り窯に光る煙突”が建てられ「夜まつり」が盛り上
げられる。■この煙突、実は弊社の工場で密かに製造された。3月半ば陶芸家F氏と光る煙突
担当者が2名、弊社工場にやってきた。F氏いわく、「こういう煙突作れませんか？予算は××
円で」。私はとっさに思った「おもしろい！」と、ほぼ同時に頭の中で設計図が出来上がった。
「一応、社内意見を聞いてからやれるかどうかお返事します。」と一度は言ったものの、「設計
図はできたよ」と言ってしまったのです。F氏は「じゃあお願いします。」と言って帰ってしまった。
■以前、やきもの屋さんから頼まれて鉄を使って植木鉢のかざり台を作ったことがあった。今
回は高さのある‘大作’。うまくいったら拍手喝さい！■今年の夜祭りは、“上田正樹”と“光る煙
突”に注目！

第６号

ウラも情報満載

【ガス窯】○0.5 台車式×1基（弊社製・96年・リペア済み・良品・LBK30）
○0.2 定床式×1基（メーカー不明・外装リペア済み）【電動ロクロ】RK-1X
（三相200V・400テーブル・プロの定番機・良品）10.5万円【粘土・原料】○
朝鮮カオリン・ｽｰﾊﾟｰピンク×40袋以上＠2,100円（5,250円相当）【無料品】
パレット、レンガ片、ファイバー片など無料にて差し上げます。

■ダイチクでは陶芸作品のアクセントになる鉄製品の
製作をいたします。■鉄を切る、曲げる、くっつける（溶
接する）など。簡単な図面をお持ちください。
■作業時間10分以内なら無料で行います。
■くわしくは電話で→0296-72-1444

ご質問の要旨は下記のようでした。
【使用環境】
○　使用している窯：電気窯（15kw・前開き・還元付）
○　灰釉、長石釉など
【問題点】
1、長時間焼いても焼き締まらないような気がする
2、電気、ガス、灯油窯の焼き上りの違いを、科学的に説明して欲しい
3、それぞれの窯の一番得意とする釉薬は何か
4、無煙灯油窯は普通の灯油窯と違いがあるか
5、電気窯の還元焼成に不満がある
6、灯油窯で志野は焼けるか
【回答で気をつけたところ】
2、の「科学的に説明して欲しい」というところに特に注意しました。陶芸
は経験的な要素が多く、実証によるものがほとんどで科学的に説明し
た書籍等は多くありません。参考にした文献は主に「陶芸のための科
学」素木洋一著です。その他、私の経験談を交えてご返答いたしまし
た。

手作り窯のデッサン
←製作のようす↑
チャレンジ精神旺盛な‘ヤマ’ちゃん

□簡単な溶接作業・作品承ります□10分以内なら無料



■ユーザーさん登場■益子・島田東秋氏～自分ブランド作りの出発点～0.5 ・台車式

□古い4.0 ガス窯を解体⇒0.5 （壁厚２５５㍉・台車・炭化付き）へ～島田陶芸苑編～

■０．５ で壁の厚さ255㍉・カタログにない窯～その理由は～

■「陶芸家はきびしいですよ」と語るのは益子町‘島田陶芸苑’の4代目・島田東秋（もとあき）
さん。3月に完成した真新しい0.5 ガス窯が彼の専用窯になる。今までは両親の窯に一緒に
入れて焼いてもらっていたが、これからはこの窯をいっぱいにしなければならない。自由に自
分の作品作りに打ち込むことができる。■父である島田緋陶志さんは「息子には何も教えて
いないんだよ」と話してくれた。東秋さんも「親父からは何も教えてもらっていないんです」と言
う。一子相伝的に技術を伝えてゆく家も多い中、島田家では伝統的にそうしていると言う。「ど
うしてですか？」と聞いてみると、「その時代に合ったもの作りをしなければいけないからね。
大勢の職人がいた時代もあったんだけどね。」息子には、「自分で、自分の時代に合った、自
分だけの作品作りをしてほしい」という父である緋陶志さんの強い意志の現われだ。だから教
えない。道は自分で切り開け！という教え。■東秋さんは今、自分探しのスタートを切った。島
田陶芸苑という広い基礎の上に、どれだけ高い東秋ブランドの塔を建ててゆくか。完成したば
かりの窯、当然、中身は何も無い。けれど、この窯を大きく使うも小さく使うも彼の腕次第であ

る。空っぽの窯にどれだけ大きな夢を詰められるか！未来に！期待
2
！

■お客様に学ぶダイチクの今月の格言■

　陶芸窯は自分の作風と窯の性能を考えて、
　思いを具現化してくれるものを選ぶべし。

■

使っていない古い4.0 ガス窯 解体作業　レンガをはずして、酸素
とアセチレンで鉄を切断して解体！

解体作業　最後の鉄枠を切断中！ 解体作業　最後の鉄枠運出し

解体作業　大きい部分はさら
に切断！清掃作業

解体終了！
すべて人力でやりました！

０．５ 完成
同じスタッフで作りました。

■通常0.5 ですと205㍉以下のものがほとんどですが、今回は255㍉の炉壁厚を提案しまし
た。■弊社のガス窯で使用しているレンガは圧縮強度が4.0MPa以上という硬質レンガを使って
います。これは笠間や益子では還元焼成が主流ですので、高い炉圧のヒートショックにも耐えら
れるものを選定しています。このレンガは非常に蓄熱性も高く冷めにくい性質があります。さら
に255㍉にすることでさらに冷めにくくなります。■陶芸では窯焚きを“あぶり”と“せめ”と称して
温度を上げますが、実際は冷却のスピードも作品に大きく影響します。一般的には“冷め割れ”
がありますが、酸化金属に銅を使用した釉薬では冷却が早いときれいな発色になりません。辰
砂釉、均窯釉がそれに当たります。徐冷することで釉中の酸化銅がコロイド粒子となってより美
しく発色します。■東秋さんは若いということもあり、これからあらゆる陶芸に対応できるようにと
緋陶志さんと話し合って決定しました。

均窯釉

辰砂釉

島田東秋さん
昭和56年9月29日生まれ
25歳
栃木県窯業指導所終了

■焼けない古い大きな窯⇒小さな窯にする7つの　　+1
①少量の注文にすばやく対応
②時代に合った多品種少量生産にマッチ！
③ベーパーライザーなどのガス設備が使える
④今ある棚板にあわせて設計可能！
⑤仕損じ品が出なくなり原材料代も節約！
⑥新品を作ることで解体費用も大勉強！
⑦やる気が出る！（新製品に挑戦！）
⑧社内一貫生産だからガス窯のわがままに対応可！

　
　　得 ■今月の1冊■“陶芸のための科学”素木洋一著

■この本はまさに陶芸の教科書と
も言うべき専門書です。昭和48年
初版なので多くの陶芸家がお持ち
のことと思います。窯の昇温や釉
薬の成分など詳しく書かれていま
す。気になる人は即ゲット！
■建設総合資料社より￥4,148-

ゴールデンウィーク緋炎情報・笠間の窯業指導所にて緋炎の展示・焼成を行います（4/28～5/5）

■島田東秋・琴絵さん個展情報■
場所：㈱つかもと・ギャラリーびんろう

会期：8月4日～19日
詳しい情報は↓↓↓↓↓↓↓↓↓
㈱つかもと・TEL.0285（72）3223


